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・この学習合宿は諫高魂を磨く絶好の機会です。 
・「今」を真摯に生きる者に「次」はやってくる。 
・同じ場所で、時にはライバル、時には励まし合う友と一緒に、とにかく頑張れ 
・１人で勉強できなくても、クラスや学年が１つになれば勉強できます。 
・１人でみる夢はただの夢 みんなで見る夢は現実となる夢 
・「きついのは自分だけではない」ということを肝に銘じ頑張ってください。 
・長時間の勉強も、今までの諫高生がやってこれたんだから君たちも出来る。 
・厳しい日々になると思いますが、挫折せずに頑張ってください。 
・みんなで助け合って頑張ってください諫高生！ 

 

諫高はひとつ 

 上に挙げた力強い檄文は、今月２１日から４泊５日の１年生学習合宿の栞にでてくる短文

の抜粋である。書いたのは教師ではない。２・３年の各クラスの生徒が後輩のためにと心を

込めて書いたメッセージである。「自分たちもやれたんだから後輩も頑張れ」との励ましの言

葉が綴られている。「先輩から後輩へ」諫高が長年の間培ってきた伝統である。また、「諫高

はひとつ」ということを実感する場面でもある。１年生にとって身近な先輩からの経験を踏

まえたエールは、何とも心強いものに違いない。 
 静寂の中での３６時間近くの勉強は、将に自分との戦いだ。困難を伴うだろうが、それを

成し遂げたときの成就感は、この後の高校生活に大きな自信になるだろう。励ましを受けな

がら諫高魂はこうして作られていく。 
 
信じ抜け、磨き上げた諫高魂 

 諫高魂とはなんだろうか。いろんな解釈があるので私如きが言うのもはばかれるが、あえ

て言わせてもらえば「粘りの心」だと思っている。勉強でも部活動でも、一見派手さはない 
 

 
が、こつこつとじっくり実力を蓄えていき、最後は栄冠を手にする。そう言えば、本校の輝

く進学実績も全国高校駅伝の活躍もその要因として、「最後まであきらめず」とか「ラスト

スパート」という言葉が使われている。これが諫高魂である。 
 悠然と清き流れの本明川、四季折々の姿を映す御書院、交通至便な青葉の街の高校。そう

した恵まれた環境の中で、諫高魂は師弟同行の営みの中で確実に刻まれている。 
 「俺たちみんな諫高生、信じ抜け、磨き上げた諫高魂」。第６０回生である３年生のキャ 
ッチフレーズが、「諫高躍進」を象徴する言葉と信じたい。 

 

理数科３年生 課題研究校内発表会 

 ７月１３日（金）に理数科３年生の課題研究発表大会が行われました。３年生は基本的

に２年生で行った課題研究を継続・発展させて発表しました。審査の結果は次の通りです。 

最優秀賞 ｢高温超伝導体の研究～製作・浮上・発展～｣ 秋山佳子(3-7)，糸山恵莉(3-8) 

優秀賞  ｢オーロラと太陽黒点の関連性｣ 

永江倫子(3-7)，岩永眞紀子(3-7) 

辻 奈保(3-8)，西村 彩(3-8) 

 

その他の課題研究は次の通りです。 

 ○ チョウの研究 
 ○ 茶成分の抗酸化活性 
○ 凹面鏡を作成しよう！ 
○ pH･温度･電気伝導度 

からみた中和点 
○ 身のまわりに秘められた黄金比 
○ 避雷針の可能性 

～サンダープロジェクト～ 
○ パラドックスの研究 
○ ラジオの製作 
○ 原形質分離の研究          （磁石(レール)の上で超伝導体が浮上） 
○ グラフ理論とその応用 
○ ミミズの生態 
○ 市街地を三次元地図で表す 
○ アナログのディジタル化 
○ 花粉管の伸びの研究 
○ プラナリアについて 

 
 
 
（右：｢オーロラと太陽黒点の関連性｣ 
            発表の一部） 



１年生 学習合宿 

 １年生は佐世保で７

月２１日（土）より２

５日（水）まで４泊５

日の学習合宿を行いま

した。合宿中に合計で

３５時間４５分間にわ

たり，自学をしたり，

わからない問題を先生

方に質問したりしまし

た。 
なお，３年生の雲仙

学習合宿は８月５日

（日）より１１日（土）

までの６泊７日で実施

します。学習時間の合計は６１時間２０分です。  （佐世保での宿泊学習１年生） 
 
 

部活動の結果 

  １．理数科 長崎県理数科高等学校 第１回課題研究発表会 
     優秀賞「高温超伝導体の研究～製作・浮上・発展～」 
       秋山佳子(3-7)，糸山恵莉(3-8) 
  ２．写真部  第１３回九州高文連 美術工芸写真展 宮崎大会 
     写真部門 優秀賞 髙稲歩美(3-2) 
     美術工芸部門 優秀賞 峰 多可子(3-1) 
  ３．陸上部 

 秩父宮杯 全国高等学校陸上競技対抗選手権大会 北九州地区予選会 
       男子 5000m ４位 吉川将也(3-3) 
       女子走り高跳び ６位 榎嶋公子(2-1) 
 
     ［吉川将也君と榎嶋公子さんはインターハイ（佐賀県で開催）に出場］ 
 
     県高校選手権大会 
       男子 1500m １位 寺田夏生(1-4) 
       男子 5000m １位 茅原祐也(1-6)，３位 小柳俊介(2-3) 
       男子 3000m 障害 中山翔平(2-2) 
       女子 1500m ２位 岡本愛美(2-2) 
       女子 3000m １位 浦川有梨奈(3-3)，２位 中村知可子(2-3) 
              ３位 末吉 茜(1-2) 
  ４．弓道部 全九州高等学校体育大会 
       男子団体 ３位 

１・２年生 学部学科研究会 

 １・２年生は毎年，夏休みに大学の先生を迎えて，

学部・学科研究会を開催しています。例えば，薬学部

の情報を知りたい生徒たちはグループを作り，希望す

る大学の先生に依頼して，諫早高校で教育や研究の内

容などを教えていただいています。今年も計画・進行

などを生徒たちが行い，わからないところを質問しな

がら，充実した研修を行いました。 
実施した学部・学科は次の通りです。         （教室での研究会） 

 

 

今後の予定 

 ８月 ４日（土）夏季特別学習 前期終了（３年生は３日（金）で終了） 
    ５日（日）３年生学習合宿（雲仙）～１１日（土）まで 
    ９日（木）平和人権学習（１・２年生） 
   １７日（金）夏季特別学習 後期開始，読書感想文提出 
   ２０日（月）全校集会，授業日（～２４日，２９日～３１日） 
   ２５日（土）中地区模試（３年生は２６日まで） 
   ２７日（月）代休 
   ３０日（木）合唱コンクール予選 
 ９月 １日（土）文化祭 
    ７日（金）代休 
    ８日（土）体育大会準備 
    ９日（日）体育大会 

２年 １年

1 法学部 11 29 九州大学法学部　七戸　克彦　教授

2 経済・経営・商学部 23 35 長崎大学経済学部　内田　滋　教授

3 教育学部 46 60 長崎大学教育学部　赤崎　真弓　教授

4 社会・社会福祉学部 10 10 大分大学教育福祉科学部　橋本美枝子　准教授

5 文・外国語・国際関係学部 30 28 長崎外語大学　井上亜依　講師

6 理・理工学部 35 8 九州大学大学院　数理学研究院 佐藤栄一 教授　

7 工学部（機械） 28 10 九州工業大学工学部　相良　慎一　准教授

8 工学部（電気電子・情報） 27 29 九州大学工学部　和田　清　教授

9 農・水産学部 10 6 宮崎大学農学部　堀井洋一郎　教授

10 医・歯学部 16 29 佐賀大学医学部　熊本　栄一　教授

11 薬学部 32 11 長崎大学薬学部　塚本　和宏　教授　

12 看護・保健学部 32 28 長崎大学医学部保健学科　宮下　弘子　教授　

13 家政・生活科学・栄養学部 5 15 長崎シーボルト大学看護栄養学部 田中一成 教授　

14 環境科学部 3 11 長崎大学環境科学部　平岡　教子　教授

15 体育・健康科学部 8 9 長崎県立大学経済学部　岡崎　寛　教授

学部・学科グループ
希望生徒

参加大学・講師


